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古 ジ ャ ワ文学 に おけ る ク リシ ュナ

安 藤 充

は じめに

古ジャワ文学は,宗 教 としてのヒン ドゥー教のみならず,そ れに密接に関連 し

た政治社会体制,芸 術など,広 義のヒン ドゥー文化を積極的に受容 したジャワに

おいて,9世 紀以降,宮 廷文学 として華開き,15世 紀から顕著になったジャワの

イスラム化以後はバ リにおいてその命脈を保つた。

古ジャワ文学の大抵の作品はサンス クリットの二大叙事詩あるいはその他の名

高いプラーナ伝承に取材をしている。概 して物語の大枠は原典に忠実であるが,

韻文作品における詩的要素の過剰なまでの挿入はいうまで もなく,い わゆるジャ

ワ的な翻案のあ りようは,往 時の宮廷を中心にしたヒンドゥー教の受容形態の特

色を反映 しているとみることができよう。

ジャワやバ リにおけるインド由来の信仰は,シ ヴァ教 と仏教(密 教)が 混 瀟 し

たようなものである,と 一般に言われる。他方,イ ンドではシヴァと双壁 ともい

える人気のヴィシュヌ神やその化身であるクリシュナに関 しては,古 ジャワ文学

でも多 くの物語が作 り出されている割には,信 仰や崇拝の対象 としては,「最高

神」 として崇められることの多いシヴァの影に隠れてしまったかのごとくである

(Gonda 1972:47).

小論 では,ま ず,古 ジャワ文学 におけ る クリシュナ物語を概観 し,イ ン ド原典

との比較 に よるジ ャワ(あ るいはバ リ)的 特徴を とらえ,さ らに作品成立 にまつ

わ る歴史 的背景 をお さえなが ら,こ れ まで看過 されがちで あった,ジ ャワ,バ リ

におけ る ク リシュナ=・ヴイシュヌ信仰につい て,そ の一面 を窺 ってみ たい。

1古 ジ ャ ワ文 学 に おけ る ク リシ ュナ物 語

古 ジャワ文学 は,サ ンス クリッ ト叙事詩 の各巻 を古 ジ ャワ語散文 で翻案 した作

品パル ワ(parwa)と,同 様 の題材を イ ン ド由来 の韻律 で うた う詩作 品カカ ウィン

(kakawin)に 大 別 され る。
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(56) 古ジャワ文学に零けるクリ2ユ ナ 〈安 藤)―.

現 存す るパ ル ワは10種 あ り,『写本 の奥 付けの記述な どか ら年代を推定す る と,

以 下 の ような3つ の グループに分 け られ る(Zoetmulder1974:95-98)。

• Wirataparwa (991-996 A .D. ) 
• Adiparwa , Bhismarwa, Uttarakanda, Udyogaparwa (991-1016) 
• Sabhaparwa , Asramawasaparwa, Mosalaparwa, Prasthanikaparwa, 

 Swargarohanarwa

これ らの うち,ラ ーマ._ヤ ナ最終巻 に基づ くUttarakanda以 外 は,マ ハーパ

ー ラタの対応 す る名の巻に依拠 している
。

クリシ ュナに関連す るのは;Adi,Wirata,Udyoga,Bhisma,Asramawasa,

Mosalaの 各 パル ワであ る。 ここでは一 々指摘 しな いが,い ず れ もサ ンス クリッ

ト・マハーバ ー ラタの物語を簡略に抄訳 してい るものの,ク リシュナの描 き方は

大筋 にお いて原典 に忠実 である。 この点,成 立年代 のちが いに よるパ ル ワ間 の差

異は特 にみ られ ない。

次 に・ カカウ ィンにつ いて,ま ず,ク リシュナが登 場 してあ る程度 の役割を演

じる作品 は,次 の よ うな ものであ る。参 考 までに,そ のカ カウ ィン詩 人が依拠 し

た と思われ るサ ンス ク リッ,ト ・古 ジャワの原典,あ るいは同種 の内容 を もってい

るテ クス トを併記す る。。
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古ジャワ文学におけるクリシュナ(安 藤) (57)

物 語 の梗概 はZoetmulder(1974)に 譲 り,典 拠 について の補 足的な説明を して

お きたい。Bh訂atayuddhaは マ ハーバ ー ラタのUdyogaか らSauptikaま で の

巻 にあた るバ ラタ戦争を描いた ものであ るが,サ ンス クリッ ト原典 を直接 に下敷

きに したのではな く,現 在では失われ て しまった ものも含め て,古 ジ ャワ語 のパ

ル ワを もとに してカカ ウィンに仕立 てた もの と考え られ てい る(Supomoinprint)。

Hariwah6aとKrSPayanaは お そ らく同じサ ンス クリッ ト伝承 に もとつ い て い

るが,前 者の方 が よ り自由かつ文学 的にす く・れた翻 案 とみ られてい る(Zoet㎞u1der

1974:289)。K欝 項ntakaは マ ハ ー バ ー一ラタの15-17巻 を もとに したパル ワを さ

らにカ カウィンに翻案 した作品であ る。 また,KrSP言ndhakaの 描 くクリシュナ

の誕生お よび青年期 のカ ンサ王殺籔 の物 語は,他 の古 ジャワ文学品には同様 の例

をまった くみ ない一方,プ ラ ンバ ナ ン寺院 の浮彫 に類似 した場面が見いだ され

る ことに注 目され る(BernetKempers1959:62,Soewito-Santoso1986:18-23)。

GhatotkacaSrayaは サ ンス ク リッ ト文献 に も古 ジャ ワ語文献 にも類話が 未 だ 比

定 されてい ない。

ここでは,そ れぞれの作品 の典拠 につ いてさ らに深 く立 ち入 る こ とは し な い

が,カ カ ウィンにおけ る クリシュナ物語は主 に,Harivar蛉aや プラーナ の伝 承

と,そ れ を もとに したカカ ウィンか らの取材,そ してマハ ーバ ーラタに依拠 した

パ ル ワか らの取材 に よって成 り立 ってい る とい うこ とがで き よう。

次 に,こ の ようなカカ ウィンの ク リシュナ物 語を,彼 の誕 生～昇天 まで の生涯

とい う観点で とらえる と,以 下 の よ うに まとめ られ よ う。

誕生(化 身)

Wisnuの 化身として,悪 魔や悪王を討伐するために誕生一Hariwansa, Bhomakawya, 

Krsnayana, Krsnawijaya, 

Krsndndhaka

Kansa王 の命による新生児殺害を免れて誕生一Krsnandhaka

結婚

Rukminiの 略 一Hariwansa,Krsnayana

戦い

Kansa王 殺 一KrsnandhakaKalayawana殺 一Krsnawijaya

Jarasandha-Hariwansa,KrsnayanaNaraka(Bhoma)殺 一Bhomakawya

Kalantaka殺 一KrsnakalantakaPandawaとKorawaの 戦 い 一Bharata・

yuddha

Yadu一 族 の 内 乱 一Krsnantaka
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(58) 古ジャワ文学におけるクリシュナ(安 藤)

昇天

Jaraの 矢 に よ る致 命 傷 一Krsnantaka

Wis叫 の 姿 に も ど り昇 天 一Bharatayuddha,Hariwansa,Krsnayana ,Krsnawijaya

カカウィンにおけるこのようなクリシュナ の描 か れ方 を,サ ンス クリット文

学,特 に最初の表でも指摘 した2つ のプラーナやマハーバーラタと巨視的に比較

して気づ くのは次のような点である。

・ヴィシュヌの化身 としてこの世の救済のために誕生(降 下)
,こ の前提に沿 っ

て悪王や悪魔を討伐したのちにふたたびヴィシュヌとして天界にもどる,と い う

エピソー ドがいくつかのカカウィンに共通 している。

・場面設定やそこにいたるまでのス トーリーはさまざまではあるものの
,ク リ

セユナ何 らかのかたち(悪 魔退治,悪 王討伐,・ミラタ戦争など)で 戦いに関わ り活躍

する。

・上の2点 が,イ ンドのクリシュナ伝承に くらべて圧倒的に数少ない古ジャワ

文学の中でも比較的共通 しているクリシュナの特徴であるのに対 し,い わゆる.ク

リシュナの幼小期のいたず ら,青 年期の恋物語など,イ ン ドの伝承では有名なエ

ピソー ドでも全 くといっていいほど関心が払われていないものがある。

2宮 廷 文 学 と しての古 ジ ャ ワ文 学 と ク リシ ュナ=ヴ ィシ ュ ヌ

このようなう古ジャワ文学におけるクリシュナの描かれかたについてはさまざ

まな要因があろうが,こ こでひとつ着 目したいのは,古 ジャワ文学が宮廷詩人に

よる宮廷文学であったとい うことである。

カカウィンでは初期のいくつかの作品をのぞき,普 通マンガラ(mahgala)と 呼

ばれる序詞,す なわち,こ れから歌い上げる詩が首尾よく成就するように守護神

(istadewata)に 祈 り,ま たパ トロンたる王をたたえる一節が最初にもうけられて

いる。また結末部にも詩人の名や王の名が記 されていることがしば しばある。例

えば,東 部ジャワ・クディリ朝のジャヤバヤ王(1135-57在 位)の 要請で作られた

BharatayuddhaとHariwansaで は明らかにこの王が ヴィシュヌの化身 と称え

られている。

Bharatayuddha 52. 4 (text: Supomo in print)

「これ(カ リ期のジャワが善王なく疲幣 している)を 見てヴィシュヌ神は心痛め,憐 れ

みの心をおこした。そこでこの世に降下して王となり,王 国の再建 に努 めた。かつて

彼はクリシュナと呼ばれ,戦 での勝利をおさめた。 そしていまやジャヤバヤ王として,
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古ジャワ文学におけるクリシュナ(安 藤) (59)

世 界に名声が鳴り響いている。」

Hariwarnsa 1. 2 (text: Teeuw 1950)

「これから語るのは,ほ かならぬヴィシュヌ神の賛歌,優 美なカカウィン詩にして書板

のはしくれに表わそ うと思 う。成功するなぞのぞむべ くもないが,王 のたって の ご命

令とあらばこそ。ダルメーシュワラ,ジ ャヤバヤ王は世界の覇者,な ぜ な ら ヴイシュ

ヌの化身と生まれたゆえに。」

ただ しBharatayuddhaは 前 半 と後半が別 々の詩人 で書 かれ,前 半 の 詩 人 ス ダ

(Sedate)は マ ンガラ(1.7)で シ ヴ ァへ の帰依を うた っている。 しか しなが ら,ジ

ャヤバ ヤ王 自身が特 に ヴィシュヌを信奉 していた ことは,彼 の埋葬地 と思われ る

ところか ら,王 を模 した と推定 され るヴ ィシ出ヌ像 が発見 された こ とか らも確実

視で きる(BernetKempers1959:70-71)。

また,同 王朝 のジ ャヤ ク リタ王(1194-1205?在 位)は,Ghatotacasrayaの マ ン

ガ ラでケー シャヴァの化身 と うたわれてい る。

Ghatotkacasraya 1. 3 (text: Zoetmulder 1974: Appendix IV)

「ジャヤクリタ王は類なき主,ま さにケーシャヴァ神である。かつてクリシュナと知ら

れた彼は,世 界が滅亡し創造主プラジャーパティのわざの結実が無となるのを憂 い,

ふ たたび世界の守護者となったのである。ル ドラ神が世界の帰滅を志 した ときに,い

ったい憐れみ深い彼な くして,こ の世の完全な破滅を免れることがありえようか。」

古 ジャワ語では ケーシャヴ ァは クリシ ュナのみ な らず ヴ ィシ ュヌを意味す る こと

もあ り(OJED),文 脈 か らも王が ヴ ィシュ ヌの化身 と称 え られ てい ることが 明 ら

かであ る。

ジャヤバ ヤ王以降 の クデ ィリ朝 の王 とヴ ィシ ュヌ神 との深 い関わ りを さらに強

く感'じさせ るのは,下 にま とめた よ うに,ヴ ィシ ュヌの化身 を意 味す る異名 が刻

文な どに発見 され るこ とである(Zoetmulderl974:273;277)。

この よ うに,ク デ ィリ朝 の王たちは 自 らを ヴィシ ュヌの化身 となぞ らえてい る

が,こ こには,ヴ ィシュヌの化身 としてこの世 に現われ武勇 にす ぐれ た王,英 雄
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(60) 古ジャワ文学におけるクリシュナ(安 藤)

として悪を討つ,と い うクリシュナのイメージが強 く反映されている。ジャワの

王たちは,お そらく,善 にして強なる王=ク リシュナ=ヴ ィシュヌの化身 という

枠組みにふさわ しい物語を,あ る程度意図的に宮廷詩人たちに翻案させたのであ

ろ うと推測される。 とすれば,幼 少期,青 年期の悪戯,恋 物語など,イ ンドでは

有名な,人 間味:あふれるクリシュナの描写が古 ジャワ文学では圧倒的に少ないこ

ともうなづけ ようo

カカウィンの場合は寓意,つ ま り,イ ンド由来の物語 の翻案 という形をとりな

がらジャワ王家に関わる歴史的事実を暗に歌 うとい う手法がとられたことがいく

つかの作品について指摘 されている(Robson1983)。 宮廷詩人が作品のテーマを

選ぶ背景には王の志向,信 仰や政治的配慮などが大いに影響 しても驚 くにはあた

らない。

小論では詳 しく取 り上げないが,も う一人の有名なヴィシュヌの化身であるラ

ーマが最古のカカウィンとして9世 紀に書かれ,そ の後もジャワやバ リにおいて

いろいろな翻案作品,浮 彫,さ らには影絵芝居などとして人口に月會灸 しているこ

とも,ク リシュナ=ヴ ィシュヌの場合 と無関係ではないといえるかもしれない。

3ク リシ ュナ物 語 とヴ ィシ ュ ヌ信 仰

この よ うに,ク デ ィリ朝 の王 らが ヴ ィシュヌを信奉 していた こ とは 明 ら か だ

が,当 時 あ らゆ る階 層において ヴ ィシュヌ信仰が主流 であ った とは考えがたい。

Bharatayuddhaの 前 半部分 の作者が シヴァを守護神 としている ことは 既に述べ

たが,ク デ ィ リ朝期 の カカウ ィンにおい てす ら,物 語 のなかで ヴ ィシュヌ信仰 の

様子 が読 み取れ るよ うな記述は加え られてい ない。

この傾 向は後 代にな ると特に顕著で,Krsnantaka,Krsnawijaya,Krsnakal-

antakaな どの一般 にバ リの成立 と目され てい る作 品 で は,ク リシュナの名を題

名に冠 し,ヴ ィシュヌの化身 としての クリシュナ とい う枠組 みは残 しなが らも,

作 品 のパ トロンとしての王 との関わ りは もはや明示 されず,マ ンガラで シヴ ァを

たたえた り,さ らには本文中 に シヴァ信仰 を思わ せ るよ うな場面を増 広 して さえ

いる(安 藤1991:82-83)。

この よ うに,少 な くとも古 ジャワ文学 の観点 からすれば,マ ジ ャパイ ト期,そ

してその影響 を多分 に うけたバ リにおい ては,ク リシュナは,い わ ばルネサ ンス

としての古 ジャワ文学 とい う文学 活動 の枠 内の,ひ と りの有名 な登場人物 と化 し

てい つたかの よ うであ る。
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古ジャワ文学におけるクリシュナ(安 藤) (61)

おわ りに

古 ジ ャワ文学,特 に東部 ジャワ期 において,イ ン ド由来 の英雄 クリシュナの武

勇 の物語が好 まれ た背景 には,王 が ヴィシュヌの化身 ク リシュナに アイデ ンテ ィ

テ ィを求め た,と い う状況が あ ったのであろ う。 しか しなが ら,日 常 の祭祀 ・供

養や特別 な儀式 な ど,宗 教的 な側面 において,王 の ヴィシュヌ信奉 が どのよ うに

反映 されていたか,と い う点 につ いては,パ ル ワや カカウ ィンは何 も具体的な情

報を もた らさない。何 よ りもまず,東 部 ジーfi,ワ期 の歴史 や宗教事情 につい ては未

だ不明 な点が多 いのが難点 である。

ただ,今 日のバ リの ヒン ドゥー教 において も,ヴ ィシュヌは とくに クシ ャ トリ

ヤ階級 と強 い結 びつ きを もち,例 えば クシャ ト、リヤの関わ る儀 礼においては シヴ

ァの化身 として のヴ ィシュヌの名が唱 え られ た り,悪 魔祓いや戦勝 のため にナ ラ

シンハ(=ヴ ィシュヌ)を 称 えた りす る よ うで あ り(GoudriaanandHooykaas

1971),王 とヴ ィシュヌの密接 な関連 は依然 として失われ ていない とい え る。 ま

た,ク リシュナの青年期 の 「リーラー」に言及す るStutiが 現 存 しな い(Gonda

1972:51)こ と も,古 ジャワ文学 と呼応 してい て興味深い。
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